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脳
梗
塞
は
脳
の
血
管
壽
ま
り
、

血
栓
而
の
塊
)
が
で
き
る
病
気
で
、

多
く
の
人
が
後
遺
症
福
ん
で
い
ま

す
。
運
動
答
、
轟
の
障
害
を
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投
与
し
血
栓
を
溶
か
す
薬
「
t
1
P

A
」
で
す
。
全
て
の
脳
梗
塞
に
浪

適
用
と
な
り
ま
す
が
、
大
き
な
血
栓

が
溶
け
に
く
い
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
か
な
り
晶

の
浪
法
で
、
カ
テ
ー
テ
ル
は
鍵
時

問
以
内
 
t
1
P
A
は
4
時
間
半
以

内
し
か
適
応
さ
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の

相
談
者
の
方
は
4
年
前
の
発
症
で
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は
じ
地
高
次
脳
機
能
障
害
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

発
症
直
後
は
2
種
類
の
浪
が
あ

り
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
は
そ
の
一
つ

で
、
血
管
内
に
管
を
挿
入
し
て
血
栓

を
回
収
し
た
り
、
溶
か
し
た
り
す
る

方
法
で
す
。
太
い
血
管
で
行
わ
れ
ま

す
。
も
う
一
つ
が
、
静
脈
か
ら
点
滴

筋
力
低
下
は
り
ハ
ビ
リ
が
基
本

.

.

く
く
な
る
益
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。

瘻
縮
に
は
近
年
、
ポ
ツ
リ
ヌ
ス
治

祭
よ
く
施
さ
れ
ま
す
。
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
ト
キ
シ
ン
と
呼
ぱ
れ
る
薬
を
注
射

し
、
筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
方
法
で

す
。
緊
張
を
和
ら
げ
る
と
、
り
ハ
ビ

り
も
や
り
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
筋
力
を
回
復
さ
せ
る
こ

す
か
ら
、
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
半
身
の
障
害
が
あ
る
よ
う
で
す

別
の
治
療
に
な
る
で
し
ょ
う
。

゛
)
、

力
高
齢
の
場
貪
ま
ず
筋
力
の
低
下

け
い
し
ゅ
く

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
「
瘻
縮
」

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
後
遺
症
で

よ
く
み
ら
れ
る
障
害
の
一
つ
で
、
↑

肉
が
硬
く
な
り
、
手
足
を
動
か
し
に

と
で
運
動
障
害
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
主
治
医
と
現
在

の
状
態
の
原
因
を
十
分
に
話
し
合
っ

た
上
で
、
適
切
な
治
療
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

筋
力
低
下
は
後
遺
症
を
悪
化
さ
せ

る
ぱ
か
り
か
、
需
症
な
ど
他
の
疾

患
に
発
展
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す

か
ら
、
り
ハ
ビ
リ
は
基
本
で
す
。

心

臓
疾
患
な
ど
運
動
に
琵
響
の
あ
る

病
状
が
な
い
な
ら
ぱ
、
地
道
に
続
け

て
く
だ
さ
い
。
物
に
つ
か
ま
っ
て
立

ち
上
が
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
で
も

効
果
は
あ
り
ま
す
。

盆
盧
県
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師
会
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田
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久
・

神
亘
巾
兵
庫
区
吉
田
病
院
院
長

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載
し

ま
す
。

神戸新聞社

4年前に脳梗塞を発症。退院後の2年間、

リハビリに通いましたが、昨年10月ごろから

左肱肋ゞ重くなり、歩けなくなりました。立ち

上がると肱肋ゞ震えて座ってしまいます。治療

法で悩んでいます。カテーテル治療を聞きま

したが、どうでしょうか。(79歳、男性)

令和 4年す月す日(日) 朝刊

吉田泰久医師


